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研究成果の概要（和文）：　わたしたちの共同研究は、おおよそ20世紀前期に機能した高等専門教育機関としての高等
商業学校をとりあげ、それにかかわる歴史資料を整備してその保存と公開と活用をはかることを目的とした。保存と公
開のために史料目録を作成、発信し、活用のために研究の課題と論点を提示し、また高等商業学校のいくつかの具体相
を明らかにした。わたしたちは高等商業学校史研究において、そこで修学した生徒を対象として、語学教育、調査の実
施と報告書の作成、卒業論文などの執筆、海外修学旅行の企図と機能、社会人教育の実施とその機能を解明した。

研究成果の概要（英文）：We studied the 20 century the previous fiscal year Higher Commercial School of 
Japan. Higher Commercial School is a higher professional education institution in the Empire of Japan. We 
have established a historical records of negotiations commercial school. We wrote a history of higher 
commercial school from the point of view of practical science and culture.

研究分野：近代日本社会史
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１．研究開始当初の背景 
(1) 19世紀末から 20世紀前期の日本（外地
をふくむ）に設置された高等専門教育機関と
しての高等商業学校については、これまで、
旧制高等学校教育の研究においてその制度
と概要が記されるくらいで、高等商業学校に
ついてはその実態や具体相を、その問い方や
論じ方をふくめて充分には明らかにしてこ
なかった。 
 
(2) また、それぞれの高等商業学校が収集し
た図書や資料については、各学校の後継とな
る現国立大学法人経済系学部においてその
目録が作成、公開されてきたものの、他方で、
高等商業学校が作成した文書や刊行物につ
いては、その目録がきちんと作成、公開され
ず、高等商業学校の歴史資料は充分に活用さ
れてこなかった。 
 
(3) こうした高等商業学校史をめぐる史料
と研究の情況をふまえて、わたしたちは、科
研費研究成果公開促進費などを用いて彦根
高等商業学校史料のデータベースを公開し、
あわせて高等商業学校史研究の課題と論点
を発信し、また高等商業学校史料についての
ネットワークをつくって情報共有をはかり、
本科研費研究にいたる基礎づくりをおこな
ってきた。 
 
２．研究の目的 
(1) わたしたちは、高等商業学校史研究を狭
義の制度史にとどめずに、そこでの教育と研
究を実学と教養が交差する実践の場ととら
え、その展開を高等商業学校の生徒を軸とし
てたどることを課題とした。 
 
(2) 高等商業学校の教官と生徒の活動の場
は、日本の内地-国内にとどまらず、また高等
商業学校自体が台湾、朝鮮、満洲にも設置さ
れたことから、高等商業学校史を考えるフィ
ールドを東アジアとして、帝国日本における
高等商業学校史の再構成を課題とした。 
 
(3) 上記課題を議論し解明するために、個別
の調査研究項目を設定した。 
① 生徒への語学教育：高等商業学校ではそ
の校是や教育方針にあわせて英語以外にも
複数の外国語を教授していた。その教育をだ
れが、どのように担ったのかを明らかにし、
それを各高等商業学校の特色や固有性とか
かわらせて考えること。 
② 生徒による調査、観光、報告、就職：高
等商業学校の生徒は単独で、あるいは教官と
ともに調査活動をおこない、また修学旅行に
でかけ、それらの報告書を執筆した。また卒
業論文を正課として課したり、懸賞論文の募
集を実施したりした高等商業学校もあった。
それらの内実を明らかにし、さらには、在学
時の学習-学修と諸活動を経てどういった就
職を遂げたのかを明らかにすること。 

③ 高等商業学校の社会人教育：高等商業学
校は正規の 3年次教育をおこなう機関にとど
まらず、いくつかの学校では地域の社会人教
育を担う機関にもなっていた。その具体相や
機能を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
(1) 高等商業学校史料の調査を実施した。調
査先をあげると、一橋大学附属図書館、神戸
大学附属図書館大学文書史料室、長崎大学経
済学部東南アジア研究所・同大学附属図書館
経済学部分館、長崎県立長崎図書館、大阪大
学アーカイブズ、横浜国立大学附属図書館、
和歌山市民図書館移民資料室、和歌山大学経
済学部・同大学附属図書館・同大学紀州経済
史文化史研究所、滋賀大学経済経営研究所、
和歌山県立図書館、富山大学経済学部・同大
学附属図書館、高岡市立中央図書館、一橋大
学小平研究保存図書館、山口大学経済学部、
国立台湾大学総合図書館、中央研究院台湾史
研究所、国立台湾図書館、となる。いくつか
の機関で、それぞれが所蔵する高等商業学校
史料の目録作成、史料撮影・複写をおこなっ
た。 
 
(2) 調査研究の課題や成果を共有するため
に、本研究グループ以外の研究者、ライブラ
リアン、アーキヴィストとともにワークショ
ップを開催した。第 1回 2012年 9月（滋賀
大学経済学部）、第 2回同年 12月（長崎大学
経済学部）、第 3回 2013年 11月（滋賀大学
経済学部）、第 4回 2014年 11月（富山大学
経済学部）。 
 
(3) 作成した目録や執筆した調査記録・研究
論稿のいくつかをWEB上に載せ、わたした
ちの調査と研究の成果を広く発信した。 
 
４．研究成果 
(1) いくつかの高等商業学校における語学
教育の具体相を明らかにした。 
 
(2) 東京高等商業学校（高等商業学校をふく
む）の修学旅行報告書の全容をとらえ、それ
をめぐる論点を提示した。また同校本科生の
卒業論文についても分析した。 
 
(3) 長崎高等商業学校の夜学講習講義録と
生徒執筆卒業論文の目録を作成した。あわせ
て同校が実施した夜学講習受講者の具体相
からその活動がもった地域社会における機
能をとらえ、とりわけ女子の教育機会となっ
ていたことを明らかにした。 
 
(4) いくつかの高等商業学校が実施した海
外修学旅行の具体相をとらえ、それを東アジ
アというフィールドにおいて議論するため
の論点を提示した。 
 
(5) 台湾に現存する高等商業学校関係史料



の所在を確認した。 
 
(6) これまであまり試みられなかった高等
商業学校にかかわる展示をおこなった。2012
年一橋大学、2013年滋賀大学、2015年滋賀
大学。 
 
(7) 長崎高等商業学校研究館関係史料、彦根
高等商業学校生徒執筆論文、彦根高等商業学
校教官著書の目録を作成しつつある。 
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